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議案第１７号 

令和７年度碧南市一般会計予算 

令和７年度碧南市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３６，１７２，１３１千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する

行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

２，０００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予

算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用とする。 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 17,752,401

1 市民税 6,976,400

2 固定資産税 8,844,900

3 軽自動車税 234,401

4 市たばこ税 511,000

5 都市計画税 1,185,700

2 245,836

1 地方揮発油譲与税 48,000

2 自動車重量譲与税 144,000

3 特別とん譲与税 45,000

4 森林環境譲与税 8,836

3 5,000

1 利子割交付金 5,000

4 88,000

1 配当割交付金 88,000

5 79,000

1 株式等譲渡所得割交付金 79,000

6 251,000

1 法人事業税交付金 251,000

7 1,902,000

1 地方消費税交付金 1,902,000

8 56,000

1 環境性能割交付金 56,000

9 124,967

1 地方特例交付金 113,000

2
新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別
交付金

11,967

金　　　　　額

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金
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10 37,000

1 地方交付税 37,000

11 9,000

1 交通安全対策特別交付金 9,000

12 91,443

1 負担金 91,443

13 347,503

1 使用料 286,766

2 手数料 60,737

14 5,329,949

1 国庫負担金 3,761,533

2 国庫補助金 1,549,153

3 国庫委託金 19,263

15 2,371,279

1 県負担金 1,257,718

2 県補助金 864,647

3 県委託金 246,182

4 県交付金 2,732

16 132,990

1 財産運用収入 69,715

2 財産売払収入 63,275

17 2,400,033

1 寄附金 2,400,033

18 2,103,037

1 基金繰入金 2,103,037

19 846,000

金　　　　　額

 千円

款 項

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金
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1 繰越金 846,000

20 866,093

1 延滞金、加算金及び過料 7,600

2 市預金利子 3,097

3 貸付金元利収入 170,001

4 雑入 685,395

21 1,133,600

1 市債 1,133,600

36,172,131

諸収入

市債

歳　　入　　合　　計

款 項 金　　　　　額

 千円
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1 273,967

1 議会費 273,967

2 5,642,844

1 総務管理費 4,947,182

2 徴税費 386,926

3 戸籍住民基本台帳費 179,462

4 選挙費 44,205

5 統計調査費 43,791

6 監査委員費 41,278

3 13,525,788

1 社会福祉費 6,006,483

2 児童福祉費 6,973,526

3 生活保護費 545,779

4 4,527,106

1 保健衛生費 1,115,540

2 清掃費 1,751,046

3 衛生諸費 1,660,520

5 81,256

1 労働諸費 81,256

6 524,719

1 農業費 319,498

2 水産業費 17,926

3 農地費 187,295

7 767,831

1 商工費 767,831

8 4,116,546

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費
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1 土木管理費 131,697

2 道路橋梁費 668,714

3 河川費 10,831

4 港湾費 33,854

5 都市計画費 2,981,424

6 住宅費 290,026

9 1,307,409

1 消防費 1,307,409

10 4,203,312

1 教育総務費 461,001

2 小学校費 677,833

3 中学校費 291,649

4 幼稚園費 313,975

5 社会教育費 1,152,857

6 保健体育費 1,305,997

11 20,000

1 公共施設災害復旧費 20,000

12 1,131,353

1 公債費 1,131,353

13 50,000

1 予備費 50,000

36,172,131

項 金　　　　　額

 千円

款

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

歳　　出　　合　　計
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第２表 債務負担行為 

事  項 期  間 限  度  額 

碧南市土地開発公社に対する債

務保証 

令和７年度から 

令和１２年度まで 

金融機関が公社より損失を受け

た場合、5,000,000 千円を限度と

して市が債務保証を行う 

碧南市土地開発公社による公共

用地の先行取得に要する経費 

令和７年度から 

令和１２年度まで 

令和元年度新規取得費 324,380 千

円並びにその利子及び事務費の

範囲内に相当する額 

議会報発行事業(印刷製本費) 
令和７年度から 

令和８年度まで 
2,328 千円 

議会インターネット映像配信事

業（議会インターネット映像配

信業務委託料） 

令和７年度から 

令和８年度まで 
1,716 千円 

広報へきなん作成事業 

(印刷製本費) 

令和７年度から 

令和８年度まで 
17,456 千円 

会計事務管理事業 
令和７年度から 

令和８年度まで 
20,671 千円 

歳入事務電算処理委託事業 
令和７年度から 

令和８年度まで 
7,340 千円 

契約事務管理事業 

（印刷製本費） 

令和７年度から 

令和８年度まで 
1,518 千円 

全庁事務管理事業 

（バス借上げ委託料） 

令和７年度から 

令和８年度まで 
13,860 千円 

まちの安全対策推進事業 

（防犯パトロール事業委託料） 

令和７年度から 

令和８年度まで 
4,224 千円 

市税収納事務事業 

（市税３税納税通知書印刷印字

封入封緘業務委託料） 

令和７年度から 

令和８年度まで 
10,074 千円 
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へきなん地域福祉ハッピープラ

ン策定事業 

令和７年度から 

令和８年度まで 
3,993 千円 

へきなん障害者ハーモニープラ

ン策定事業 

令和７年度から 

令和８年度まで 
4,488 千円 

高齢者タクシー料金助成事業 
令和７年度から 

令和８年度まで 
443 千円 

碧南市高齢者ほっとプラン策定

事業 

令和７年度から 

令和８年度まで 
7,682 千円 

環境等監視機器維持管理事業

(大気汚染自動測定機点検委託

料) 

令和７年度から 

令和８年度まで 
2,174 千円 

日本語教育支援充実事業 
令和７年度から 

令和９年度まで 
35,227 千円 

小学校ＩＣＴ支援員配置事業 
令和７年度から 

令和１０年度まで 
28,512 千円 

中学校ＩＣＴ支援員配置事業 
令和７年度から 

令和１０年度まで 
14,256 千円 

南部市民プラザ施設維持管理事

業（空調機器点検業務委託料） 

令和７年度から 

令和８年度まで 
858 千円 

南部市民プラザ大規模改修事業 
令和７年度から 

令和８年度まで 
400,000 千円 
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第３表 地方債 

起 債 の 目 的 限 度 額 
起債の方

法 
利   率 償 還 の 方 法 

第２へきなんこども

園施設整備費補助事

業 

千円 

105,200 

 普通貸借 

 又  は 

 証券発行 

５．０パーセ

ント以内（た

だし、利率見

直 し 方 式 で

借 り 入 れ る

政 府 資 金 等

について、利

率 の 見 直 し

を 行 っ た 後

においては、

当 該 見 直 し

後の利率） 

政府資金については、

その融資条件により、

銀行その他の場合には 

その債権者と協定する

ものによる。ただし、

財政の都合により据置

期間及び償還期限を短

縮し、又は繰上償還若

しくは低利に借換えす

ることができる。 

伊勢町認定こども園

施設整備費補助事業 
273,700 

東部市民プラザ中央

監視盤更新事業 
24,700 

県営川口揚水機場更

新事業 
10,200 

碧南用水上部整備事

業 
22,500 

矢作川堤防リフレッ

シュ事業 
36,000 

生活道路整備事業 16,000 

公園施設長寿命化対

策事業 
19,800 

長田橋橋梁改修事業 52,700 

橋梁長寿命化対策事

業 
29,500 

（都）碧南駅前線整

備事業 
60,600 

北部産業地整備事業 67,900 

主要道路整備事業 104,600 

都市下水路整備事業 14,200 

鷲塚小学校トイレ改

修事業 
122,300 

大浜小学校トイレ改

修事業 
83,300 

西端小学校トイレ改

修事業 
37,100 
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東中学校校舎長寿命

化改修事業 
13,900 

新川中学校トイレ改

修事業 
12,100 

南中学校トイレ改修

事業 
15,600 

西端中学校トイレ改

修事業 
11,700 

合  計 1,133,600 
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 
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議案第１８号 

令和７年度碧南市国民健康保険特別会計予算 

令和７年度碧南市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６，３４２，７０７千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時

借入金の借入れの最高額は、１００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた

場合における同一款内での経費の各項の間の流用とする。 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 1,510,180

1 一般被保険者国民健康保険税 1,510,180

2 4,171,161

1 県補助金 4,171,161

3 1

1 財産運用収入 1

4 632,686

1 一般会計繰入金 632,686

5 20,000

1 繰越金 20,000

6 8,679

1 加算金、延滞金及び過料 6,002

2 市預金利子 57

3 雑入 2,620

6,342,707

金　　　　　額

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

歳　　入　　合　　計

国民健康保険税

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入
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1 100,373

1 総務管理費 93,981

2 徴税費 6,073

3 運営協議会費 319

2 4,075,159

1 療養諸費 3,497,602

2 高額療養費 547,396

3 移送費 50

4 出産育児諸費 25,011

5 葬祭諸費 5,000

6 その他給付諸費 100

3 2,073,120

1 医療給付費分 1,426,545

2 後期高齢者支援金等分 470,250

3 介護納付金分 176,325

4 68,053

1 特定健康診査等事業費 50,774

2 保健事業費 17,279

5 1

1 基金積立金 1

6 1

1 公債費 1

7 6,000

1 償還金及び還付加算金 6,000

8 20,000

1 予備費 20,000

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

保険給付費

国民健康保険事業費納付金

保健事業費

基金積立金

公債費

諸支出金

予備費
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6,342,707歳　　出　　合　　計

款 項 金　　　　　額
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 訪 問 看 護 事 業 特 別 会 計 予 算 
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議案第１９号 

令和７年度碧南市訪問看護事業特別会計予算 

令和７年度碧南市の訪問看護事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１５，０１６千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 39,953

1 訪問看護療養費 39,953

2 75,000

1 繰越金 75,000

3 63

1 市預金利子 62

2 雑入 1

115,016

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

訪問看護療養費

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

金　　　　　額

 千円

款
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1 87,850

1 訪問看護事業費 87,850

2 27,166

1 予備費 27,166

115,016

 千円

訪問看護事業費

予備費

歳　　出　　合　　計

款

歳　　出

項 金　　　　　額
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 
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議案第２０号 

令和７年度碧南市介護保険特別会計予算 

令和７年度碧南市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 各勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ次に定める額とする。 

(1) 保険事業勘定   ５，７３２，９３５千円 

(2) 介護サービス事業勘定  ７７，７６０千円 

２ 各勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 保険事業勘定 

ア 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

経費の各項の間の流用 

イ 地域支援事業費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内

での経費の各項の間の流用 

(2) 介護サービス事業勘定 

サービス事業費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

の経費の各項の間の流用 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 1,269,671

1 介護保険料 1,269,671

2 1,121,279

1 国庫負担金 951,541

2 国庫補助金 169,738

3 1,450,262

1 支払基金交付金 1,450,262

4 785,451

1 県負担金 746,762

2 県補助金 38,688

3 財政安定化基金支出金 1

5 961

1 財産運用収入 961

6 1,103,744

1 一般会計繰入金 976,637

2 基金繰入金 127,107

7 1,000

1 繰越金 1,000

8 567

1 市預金利子 270

2 雑入 195

3 延滞金、加算金及び過料 102

5,732,935

金　　　　　額

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算（保険事業勘定）

歳　　入

項

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

保険料

国庫支出金

支払基金交付金

県支出金

財産収入

繰入金
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1 216,475

1 総務管理費 141,648

2 徴収費 5,873

3 介護認定審査会費 64,550

4 運営協議会費 3,331

5 趣旨普及費 1,073

2 5,225,550

1 介護サービス等諸費 5,012,192

2 高額介護サービス等諸費 104,400

3 高額医療合算介護サービス等諸費 15,960

4 特定入所者介護サービス等諸費 90,005

5 その他諸費 2,993

3 286,949

1 介護予防・生活支援サービス事業費 117,651

2 一般介護予防事業費 30,727

3 包括的支援事業 125,456

4 任意事業費 12,855

5 その他諸費 260

4 961

1 基金積立金 961

5 2,000

1 償還金及び還付加算金 2,000

6 1,000

1 予備費 1,000

5,732,935

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

保険給付費

地域支援事業費

基金積立金

諸支出金

予備費

歳　　出　　合　　計
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1 51,160

1 給付費収入 45,848

2 自己負担金収入 5,312

2 6,590

1 一般会計繰入金 6,590

3 20,000

1 繰越金 20,000

4 10

1 市預金利子 9

2 雑入 1

77,760

繰入金

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

 千円

款

第１表　　歳入歳出予算（介護サービス事業勘定）

歳　　入

項

サービス収入

金　　　　　額
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1 75,187

1 総務管理費 75,187

2 573

1 居宅介護サービス事業費 493

2 居宅介護支援事業費 80

3 2,000

1 予備費 2,000

77,760

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

サービス事業費

予備費

歳　　出　　合　　計

款
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 特 別 会 計 予 算 
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議案第２１号 

令和７年度碧南市後期高齢者医療保険特別会計予算 

令和７年度碧南市の後期高齢者医療保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，２８４，４９９千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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1 1,102,706

1 後期高齢者医療保険料 1,102,706

2 177,143

1 一般会計繰入金 177,143

3 2,326

1 繰越金 2,326

4 2,324

1 延滞金、加算金及び過料 2

2 償還金及び還付加算金 2,320

3 市預金利子 1

4 雑入 1

1,284,499

第１表　　歳入歳出予算

歳　　入

項

後期高齢者医療保険料

繰入金

繰越金

諸収入

歳　　入　　合　　計

金　　　　　額

 千円

款
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1 4,254

1 徴収費 4,254

2 1,277,925

1 後期高齢者医療広域連合納付金 1,277,925

3 2,320

1 償還金及び還付加算金 2,320

1,284,499

款

歳　　出

項 金　　　　　額

 千円

総務費

後期高齢者医療広域連合納付金

諸支出費

歳　　出　　合　　計
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 水 道 事 業 会 計 予 算 
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議案第２２号 

令和７年度碧南市水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和７年度碧南市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 給水戸数                ２８，４８７戸 

(2) 年間総配水量           ８，５００，０００立方メートル 

(3) 一日平均配水量             ２３，２８８立方メートル 

(4) 主要な建設改良事業 

配水施設工事            ８７４，９００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収         入 

第１款 水道事業収益         １，６１２，７２２千円 

第１項 営業収益          １，４０４，１６９千円 

第２項 営業外収益           ２０８，５４３千円 

第３項 特別利益                 １０千円 

支         出 

第１款 水道事業費用          １，５８０，２９９千円 

第１項 営業費用           １，５５４，０１８千円 

第２項 営業外費用            １９，３５９千円 

第３項 特別損失              １，９２２千円 

第４項 予備費               ５，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額７６６，５８８千円は、減債積立金４，０００千円、当年度分

消費税資本的収支調整額７１，６４４千円及び過年度分損益勘定留保資金６９０，９４

４千円で補てんするものとする。）。 
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収         入 

第１款 資本的収入            ２２６，４７５千円 

第１項 固定資産売却代金             ３９千円 

第２項 負担金             １４２，３４１千円 

第３項 出資金               ４，０９５千円 

第４項 他会計貸付金返還金        ８０，０００千円 

支         出 

第１款 資本的支出            ９９３，０６３千円 

第１項 建設改良費           ９８８，９６０千円 

第２項 企業債償還金            ４，０９６千円 

第３項 投資                    ７千円 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第５条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、予定支出の各項の

経費及び各項間の経費とする。 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第６条 職員給与費１３３，１９４千円については、その経費の金額を、それ以外の経費

の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決

を経なければならない。 

（たな卸資産購入限度額） 

第７条 たな卸資産の購入限度額は、１２，９３２千円と定める。 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 下 水 道 事 業 会 計 予 算 
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議案第２３号 

令和７年度碧南市下水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和７年度碧南市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 接続戸数                 ２２，２４７戸 

(2) 年間総処理水量           ５，３５１，０００立方メートル 

(3) 一日平均処理水量             １４，６６０立方メートル 

(4) 主要な建設改良事業 

汚水施設建設費          １，７８５，６０２千円 

雨水施設建設費            ８９８，６４３千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収         入 

第１款 下水道事業収益         ２，７８０，２２２千円 

第１項 営業収益           １，３６８，７０９千円 

第２項 営業外収益          １，４１１，５１２千円 

第３項 特別利益                   １千円 

支         出 

第１款 下水道事業費用          ２，７６３，８００千円 

第１項 営業費用            ２，６０６，５２０千円 

第２項 営業外費用            １５５，２８０千円 

第３項 特別損失               １，０００千円 

第４項 予備費                １，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額１，１４８，３９０千円は、当年度分消費税資本的収支調整額

１３９，６８１千円、減債積立金１００，０００千円、過年度分損益勘定留保資金２７

６，４７３千円、及び当年度分損益勘定留保資金６３２，２３６千円で補てんするもの
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とする。）。 

収         入 

第１款 資本的収入           ２，６０４，２５４千円 

第１項 企業債            １，５６１，０００千円 

第２項 出資金              １６２，８８６千円 

第３項 負担金              １９５，７６８千円 

第４項 補助金              ６８４，６００千円 

支         出 

第１款 資本的支出           ３，７５２，６４４千円 

第１項 建設改良費          ２，６８４，２４５千円 

第２項 流域下水道建設負担金        ７２，５１４千円 

第４項 企業債償還金           ９１５，８８５千円 

第５項 他会計借入金償還金         ８０，０００千円 

 （企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限  度  額 起債の方法 利  率 償 還 の 方 法 

公共下水道 

事業 
１，４８８，５００千円 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

５．０パー 

セント以内 

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

政府資金等に

ついて、利率

の見直しを行

った後におい

ては、当該見 

直 し 後 の 利

率） 

政府資金について

は、その融資条件

により、銀行その

他の場合にはその

債権者と協定する

ものによる。ただ

し、企業財政の都

合により据置期間

及び償還期限を短

縮し、又は繰上償

還若しくは低利に

借換えすることが

できる。 

流域下水道 

事業 
７２，５００千円 

 （一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、予定支出の各項の 

経費及び各項間の経費とする。 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 職員給与費１４２，２８４千円については、その経費の金額を、それ以外の経費

の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決

を経なければならない。 

令和７年２月１８日提出 

碧南市長  小 池 友 妃 子 
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令  和  ７  年  度 
 
 
 

碧 南 市 病 院 事 業 会 計 予 算 
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議案第２４号 

令和７年度碧南市病院事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和７年度碧南市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 病床数                      ２５５床 

(2) 年間患者数 

入院                   ８２，４９０人 

外来                  １４７，７７９人 

(3) 一日平均患者数 

入院                      ２２６人 

外来                      ６０１人 

(4) 主要な建設改良事業 

ボイラー更新工事            ８１，０７３千円 

病院情報システム更新業務     １，５５６，０００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

            収           入 

第１款 病院事業収益          ７，９１１，１１６千円 

第１項 医業収益           ６，８４９，３８７千円 

第２項 医業外収益          １，０６１，７２７千円 

第３項 特別利益                   ２千円 

            支           出 

第１款 病院事業費用          ９，３７０，３２５千円 

第１項 医業費用           ９，２５３，７７８千円 

第２項 医業外費用             ９０，６８４千円 

第３項 特別損失               ５，８６３千円 

第４項 予備費               ２０，０００千円 

（資本的収入及び支出） 
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第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

            収           入 

第１款 資本的収入           ２，３８３，２４９千円 

第１項 出資金              ２３４，０２４千円 

第２項 補助金              ３１０，５２２千円 

第３項 企業債            １，８３８，７００千円 

第４項 財産収入                   １千円 

第５項 寄附金                    １千円 

第６項 固定資産売却代金               １千円 

            支           出 

第１款 資本的支出           ２，３８３，０７１千円 

第１項 建設改良費          １，９０６，４９２千円 

第２項 企業債償還金           ４４４，４１９千円 

第３項 投資                ３２，１６０千円 

 （債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事項 期間 限度額 

病院システム等保守業務の 

委託に要する経費 

令和７年度から 

令和８年度まで 
４３，８５０千円 

病院内情報システム保守管理

支援業務の委託に要する経費 

令和７年度から 

令和８年度まで 
３１，０００千円 

夜間看護補助者派遣業務委託

に要する経費 

令和７年度から 

令和８年度まで 
１３，３８５千円 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限  度  額 起債の方法 利 率 償還の方法 

病院設備更

新事業 
９０，４００千円 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

５．０パー

セント以内

（ただし、

利率見直し

方式で借り 

政府資金につい

ては、その融資

条件により、銀

行その他の場合

にはその債権者 
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医療機器等

整備事業 
１７１，２００千円 

入れる政府

資金等につ

いて、利率

の見直しを

行った後に 

おいては、

当該見直し

後の利率） 

と協定するもの

による。た だ

し、企業財政の

都合により据置

期間及び償還期 

限を短縮し、又

は繰上償還若し

くは低利に借換

えすることがで

きる。 

システム等

更新事業 
１，５７７，１００千円 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、２，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

(1) 収益的支出 

第１項 医業費用 

第２項 医業外費用 

第３項 特別損失 

(2) 資本的支出 

第１項 建設改良費 

第２項 企業債償還金 

第３項 投資 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費) 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。 

(1) 給与費                ５，１４２，３８８千円 

(2) 交際費                      ２００千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 病院事業の健全な財政運営に資するため一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、３１０，５２０千円である。 

（たな卸資産購入限度額） 
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第１１条 たな卸資産の購入限度額は、１，５３０，４７９千円と定める。 

 （重要な資産の取得） 

第１２条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。 

種  類 名      称 数  量 

器 械 備 品 
病院情報システム 一  式 

全身用Ｘ線ＣＴ診断装置 一  式 

令和７年２月１８日提出 

                      碧南市長  小 池 友 妃 子 
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